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　目的　弟報i; k､ヽち　リy ゴit切片り及剤スペクト/ﾚ£潮足しj A--><n明瞭フピー7ぴ

観家ぐれた。これらIJ, 経時的I'変化レ，ビーフ間に変動のゐ布こと£認め八。μこ，切

fiをポリフェノ- ル類に浸浹了布ら名々腎徴あるスヘ;フトルi.ホI/，ピーク蘭・変動と

褐変化とり閉にｲ可わヽの関係かあろ八を認おたの鸚吟私　いれ□月らヽにすら目的で

手実駁を行･i 。沁

　か去　･ノンゴアセト-/ゴウダーを調製し√同&岬cμ血耐緩衝液で磨砕徊出し‰この的

系液ヒポリフェノールいﾀﾞO。屎件ず反良いむに猿，積層球ｲ寸属蕨Mi.i恥ヽ乙吸収八へ，゜

フト/レり消定を行’八八。手代，才ごーラロブラフ拡と用い1, 及迦浪中ヵ＼ ノン竃が剥軋
ｕヤハ/≒。

　配果　昨iiテコール，フロVゲン酸，ドーa"ー, カサベy £基質とし八尋合，名々腎徴

あ布吹収ス⌒ぐクト,レを示レた。（2.）反応卯冷Iでり褐有ふ，カテ六7〉クロDゲン醗｀ンガケ

コー/1/〉ドーバー・順に遭肘-す>^嫡向が認めら斑f; iﾊﾞ，7・・ゲy峻出反面の初期八褐
変拓

び3種湊冶I, 酵薯と及応で-ir r-.尋/合，単独め尋冷f ﾉ祐貴・湯いヽべ肩厄められ阪。

困ヵ予コ-/レを舎む塔/ふの反応ヽ液i.ポーラ□ 7"ラフ去を用い乙経時変化口則定T-^と干

環竜枚が,2擢に考／^環が゛出現丿h。ぐ・濃高出作り/分岐に最尚ビト，に禎，爪I'f ^

残向び頷必られft .こHa, ･'/I収スベ7トルi; 。n 々希χ吸収の煮化と一軟,しr-N。この袴
庖ぺ／-/の遭南球低下しrづ軋反応痕の褐貴化顧追行I 1いく；と政認おらおR。

A 63 總噪シイタケmm中の荷讃肉連物質の済長
々喰■^大家欧　・遠藤金次　中高氏子　泄内Sり･み

　E的＝前報におい７、シイタケ稼貌別邸酵素の一都r乾躊条埓に依存t な-^-4哭恬す

３ことを報やL良

を月口7、薗理過裡でのや靉肉遮物質(ﾌ)消長右調べ.シギアナの乾哺や調理のための荏ま

とい条件右明らぷヽ/こす3ことぐ彦s．

　方法＝シイブナO)ズフレアーゼ活性砂よぎアオヌファクー-K活性は梢報と隅棟に測走し

た、リ私

漕は抽出陳に詐ヌフはチタ--^｀を作月之せ、遵離とてぐ^奮槻麟鹸量ｶヽら算出£た。

　紡優■■(/)乾凍条件の舞なさシ-1?ケを氷と＃に鱈’｡＆ﾌﾟまた/まるじて切熱とたとこ

5, しず兆の試料で･ヽぞ卯゜ご加熱で'の荷欧分解だ著乙ノ､ごと, 核鮫の分解量/ま＼察遷穀簾の

有料よク晋温乾簾騨押大きいごとなどｙ明うかになった。一方、この向のぎーヌク吋･チド

の簒積/ま、5o乾燥試粁ぱ印'c加略、8o°c乾物城料でな7穴加熱におい乙ぞっとぞ

屑L かｰ）だ。
　　　　(2)加熱歌皮岩かえて乾環シイタケを衣と共に洵熱ぽとこ3温度上席迪冷が

TC/m，.前俊で5゛又クレオチドの鴬鴻r最大、となったのz、こj)冬作でシイタナを勿熱1-

成分獅とを圖べたところ、加鯨程で6∂に7S'ご向苔遍逗す^際に5リクレ朽一鴎看L い

蓄積か喫必ら九た。とくに､5zだ屍燥試爵より肪’C毅坤試料にあヽい乙この温庫域に孝

け3 5~ズクけチリ)勧


